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お知らせ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
事
業
）

土
師
の
獅
子
舞 

獅
子
頭
が
42
年
ぶ
り
に
お
色
直
し

◆ 社会教育係

　

上
土
師
と
下
土
師
の
両
獅
子
舞
保
存
会
で
は
、
五
穀
豊
穣
・
家

内
安
全
を
祈
願
し
て
、
一
年
毎
に
交
替
で
土
師
の
老
松
神
社
に
獅

子
舞
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

勇
壮
な
舞
の
中
に
写
実
性
が
あ
り
、
優
雅
で
繊
細
な
動
き
も

あ
っ
て
芸
術
性
も
高
く
、
県
下
で
は
代
表
的
な
郷
土
芸
能
で
す
。

　

今
春
ま
で
使
用
し
て
い
た
獅
子
頭
は
、
昭
和
42
年
に
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
春
・

秋
の
奉
納
や
練
習
で
の
長
年
に
わ
た
る
使
用
で
、
か
な
り
傷
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
土
師
の
獅
子
舞
保
存
会
で
は
、
宝
く
じ
助
成
を
受
け
〝
雄
・
雌
の
獅
子

頭
の
修
復
（
色
・
漆
の
塗
り
直
し
）〟〝
太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え
〟〝
獅
子
の
胴
幕
（
体

の
部
分
の
布
）〟
及
び
〝
獅
子
舞
の
衣
装
（
ズ
ボ
ン
）〟
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
宝
く
じ
助
成
事
業
は
地
域
活
動
の
健
全
な
発
展
を
目
的
に
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
助
成
で
整
備
し
た
獅
子
頭
、
太
鼓
、
衣
装
を

活
用
し
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
、
保
存
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

　

☎
６
５
・
２
０
０
７

催　し

第
17
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
２
０
０
９
「
桂
川
町
文
化
事
業
」

ー
音
楽
の
ア
ラ
カ
ル
ト
ー

『
岩
崎
大
輔
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』
in 

桂
川

◆ 社会教育係

　

今
年
の
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
２
０
０
９
「
桂
川
町
文
化
事
業
」
は
、

マ
ル
チ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
作
曲
家
・
岩
崎
大
輔
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、

九
州
交
響
楽
団
員
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ

ズ
、
和
楽
器
等
の
コ
ラ
ボ
演
奏
会
、〝「
岩
崎
大
輔
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
in 
桂
川
「
名
曲
な
ん
で
も
ご
ざ
れ
」〟
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
秋
、
様
々
な
楽
器
か
ら
奏
で
ら
れ
る
名
曲
の
数
々
に
、
至
福
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

11
月
22
日
（
日
）
15
時
～
17
時
（
14
時
30
分
～
開
場
）

場　

所　

桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

１
人 

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

　
【
販
売
日
時
】
土
日
、
祝
日
を
除
く
平
日 
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
座
席
３
１
５
席
分
の
チ
ケ
ッ
ト
終
了
次
第
締
切
り

問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係 

☎
６
５
・
２
０
０
７

▲ 立派に修復された獅子頭を持つ、上土師
　 獅子舞保存会 樋口さん（左）と下土師獅
　 子舞保存会 八児さん

▲ 宝くじ助成事業により修復された“獅子頭”“太鼓”と、新たに
　 購入した“獅子の胴幕”“獅子舞の衣装”全 26 点
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